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・建物形状への依存性
多重散蓄しあるいは臼陰効果．ガラス壁でなければ比較的容
易に計算できるヒートアイランド現象への影響
• BRDF (Bidirectional Reflectance Distribution Function) 
どの程度か？補正方法？
札慢で航空後観測(1994)
．よ向きフラックスの測定
'BRDFfrt坦のアルペ ドー
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・建物形状への依存性
多重散乱あるいは日陰効果．ガラス壁でなければ比較的容
易に計算できる．ヒートアイランド現象への影響
• BRDF (Bidirectional Reflectance Distribution Function) 
どの程度か？補正方法？
札幌で航空自慢観測（1”4)
．上向きフラックスの測定
'BRDF合間のアルペ ドー
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Yoshida et al. (1995）の模型実験
m町leil：低層建築
model 2高層建築
70 
60 
41! 50 
Ii 40 
'30 
20 
10 
0 
0 
0. 
曲 Z斗
(b) ＇•暗伊,1,.10.阿国崎情。f.・erOft同
••ltors ・M・1・叫凶 dlff・同Mhol酔Mof 
・t.ruct‘r・－
結果的iこNDVIは建物影響を包含している
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•NN95 （中川‘中山1995)LANDSATで都市（関東）のアルペ
ドを求め，形状インデックスで回帰式を作成
•roof area ratioは回帰式のレンジ外．
ゆ時曲目調
解析中 水平距離[km]
• LANDSAT（（まぽnadir）とへリ（global）でBRDF評価．
．建物形状との対応は？
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主主金
・航空機観測で得られたアルベド（BRDFfree) 
を衛星計測に応用
・できるだけ普遍的な手法になるようにした．
今後の課題
・東京へ応用．航空機観測との比較g
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